
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

明
治
３
８
年
（
１
９
０
５
）
年
、
綱
島
家
は
移

転
し
、
現
在
屋
敷
の
あ
っ
た
場
所
は
複
数
の
住
宅

が
建
っ
て
当
時
の
規
模
を
知
る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
一
辺
が
５
０
～
６
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
四

辺
形
で
し
た
。 

綱島家屋敷跡 

町指定重要文化財 綱島屋敷跡 （昭和４６年６月８日 町指定文化財） 

 

 

綱島屋敷跡 

綱
島
家
屋
敷
と
は
、
江
戸
時
代
金
子
村
で

名
主
を
務
め
て
い
た
綱
島
家
の
屋
敷
で
す
。

江
戸
時
代
、
足
柄
平
野
の
大
部
分
は
小
田
原

藩
領
で
し
た
が
、
金
子
村
の
一
部
に
旗
本

（
将
軍
家
の
直 じ

き

臣 し
ん

）
の
鵜 う

殿 ど
の

氏
の
領
地
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
金
子
村
に
は
小
田

原
藩
領
、
旗
本
領
の
両
方
に
名
主
と
村
役
人

が
置
か
れ
、
綱
島
家
は
旗
本
領
の
名
主
で
し

た
。
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
年
、
鵜
殿
氏

は
後
継
者
が
い
な
い
た
め
廃
絶
し
、
金
子
村

は
す
べ
て
小
田
原
藩
領
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主
は
残
さ
れ
た
た

め
、
明
治
維
新
ま
で
金
子
村
に
は
２
つ
の
村

が
存
在
す
る
よ
う
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。 

 

道
路
右
側
が
綱
島
家
屋
敷
跡 


